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＜連絡事項＞
・外出・外泊に出る際には、患者様の身だしなみを整えてから送り出す事。
＜患者様連絡事項＞

・小出　秀男様～右側腹部から背部にかけて発赤あり、オイラックスクリーム10g2本処方となる。
・澤村　彬様～うみねこ学園と外泊訓練の日程を調整。10/10　9：30～10/11　9：30での外泊予定。外泊届は申請済み。

・宮崎　由美子様～持参薬の漢方がなくなり、本人から継続服用の希望あり。希望時に服用したいと話していることから、半夏厚朴湯が14回分　本人希望時服用として処方となる。
・瀧澤　繁倫様～ご家族より病状説明の面談希望聞かれているが、仕事の都合がつかないと話す。勤務の調整がつき次第日程を連絡いただく事としている。主治医へはご家族の都合については説明し了承済み。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。大声をあげてのスタッフコールあるが、対面時の易怒性はなく対応穏やか。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入行っていく。
・畑中　成夫様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施中。他者と交流を持ち過ごしており、Bユニットを気に掛ける様子はない。妄想発言なく経過している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。ホール内の徘徊みられているが、他者トラブルはなく経過。椅子に座り落ち着いて過ごす時間も持つことが出来ている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・和田　昌様～多弁さはなく、他者への干渉みられるが一時的。歩行時に突進歩行あり立ち止まることが出来ずに壁に体当たりすることがあり、ゆっくりとした歩行を促している。介入への易怒性はみられない。
・鹿島　みさ様～食事は自力でおおむね摂取出来ており、服薬拒否なし。介入に対しては易怒性、粗暴行為みられている。歩行困難訴えているが、車いすを押しながらの歩行みられている。
・居ケ内　よね様～多動さみられ、臥床の希望聞かれているが臥床直後にベッド柵を乗り越えての立ち歩きみられ、常に見守り要している。介入への易怒性はみられない。食事は口腔内へのため込みなく摂取出来ているが、少量で満腹感を訴え残食目立っている。
＜措置入院患者様　情報＞
・藤井　崇史様～他者への被害的な発言増強しており、症状の悪化見られている。主治医に充てて手紙を記載しているが、文字の乱雑さが見られるようになり、内容は妄想的。
・吉島　知寿子様～強い不安の表出や解離性転換症状も見られず経過している。中断していたヨガも再開しており、気分的な落ち込みは認めない。現在の様子について『心的外傷後成長』ということを記し、納得している様子。
・猪石　和宏様～同室者への不満言動を示す事や、他者の動向に干渉的となる事はあるが、被刺激性や興奮はなく経過している。

＜新入院患者様　情報＞
 氏　　名：佐藤　俊也様

生年月日：昭和43年8月9日　49歳

病　　名：アルコール依存症

入院形態：医療保護入院（当院2回目）

主治医：田名部Ｄｒ

【経過】
　H29年5月13日～6月2日当院1回目の入院となる。

　退院したその日から飲酒を再開している。固形物の食品を摂取出来ず、飲み物のみの摂取を継続。徐々にるい痩、黄疸、振戦が出現し、頭痛や身体の疼痛と多訴的となっている。定期の外来通院日にも来院されない事があり、服用も不規則な様子あり。

 今回、御家族様が入院治療希望され、H29.9.30ご家族付き添いにて受診。アルコール解毒治療目的にて同日13：00東病棟合併症室へ医療保護入院となる。
【備考】
・家族洗濯・カードなし
・本日より点滴療法開始（10/2まで処方あり）
